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本セミナーは、日本整形外科学会教育研修講演としていずれかの単位が取得できます。

認定単位 ： 脊椎脊髄病医単位（SS）1 単位

必須分野 ： [7] 脊椎・脊髄疾患 [4] 代謝性骨疾患（骨粗鬆症を含む）

共催：第26回日本低侵襲脊椎外科学会/ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 デピューシンセス事業本部 Spine



近年、さまざまな医療材料や医療デバイスが開発されており、手術手技が変化していくことは
少なくない。脊椎手術の低侵襲化に医療デバイスの存在は必要であり、MEDやPPS、LLIFな
どの恩恵により、脊椎手術の低侵襲化へと繋がっている。

脊椎の低侵襲化には、いくつかの重要な要素があり、出血のコントロールは特に重要である。

これには適切な手術技術はもちろんのこと、フロアブル止血剤などの医療材料の使用が不可欠
である。また、高齢化に伴って骨粗鬆症性椎体骨折(OVF)やびまん性特発性脊椎骨増殖症
(DISH)などの疾患は、脊椎外科とは切っても切り離せない存在である。

OVFについては、早期に介入して治療を開始する方針へと転換しつつある。

すでに大腿骨近位部骨折では、早期治療のための診療報酬制度が導入されており

OVFも同様のアプローチが求められている。ただし、高齢者が対象であることが多く

低侵襲化が必要である。OVFに対してvertebral body stenting(VBS)を用いて椎体形成を

当院では行っているがステントを使用するため、注意が必要である。

さらに、DISHを合併した椎体骨折では、3-above、3-below以上の固定が必要という報告も
あるが、セメントスクリュー(fenestrated screw)の登場やPPS、椎体終板貫通スクリュー
(TSD: transdiscal screw for DISH)などの手術技術により、固定範囲の縮小や低侵襲化が可
能になってきている。ただし、骨折の形態や骨の状態などを考慮し、個々の症例に応じて手術
手技を工夫する必要があると考えられる。以上、脊椎手術においては、医療デバイスの活用や
適切な手術手技、症例に応じた個別のアプローチが重要であり、低侵襲化を実現するために取
り組んでいることを述べる。
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